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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・井上　和美様～両肩痛あり、当直医斎藤Dr.報告。ハップスター2袋処方あり。
　　　　　　　　※ハップスターは明日8/16午後入荷予定で、その後お渡しとなるとのこと薬局からの連絡あり。
　　
・藤村　翔様～IFオーダーの薬、当直医斎藤Dr.に依頼し処方あり。
　　　　　　不穏時）コントミン（50）1T　5回分

　　　　　　頭痛時）カロナール（200）2T　5回分

　　　　　　便秘時）センノシド（12）2T　5回分
・中川原　義雄様～IFオーダーの薬、と肛門部痛の訴えについて報告し、当直医斎藤Dr.より処方あり。
　　　　　　　　　便秘時）ピコスルファートNa内用液　1本

　　　　　　　　　肛門疼痛時）ポステリザン軟膏　3本
・金　留示子様～ご本人様の希望で本日医事課へ行き、6，7月分の入院費を支払いしている。また、通帳記帳を希望し、近日外出を希望したいと話される。
＜要注目患者様情報＞
・赤間　健太様～スタッフが話しかけると緊張感の様に表情の硬さ持続。余暇は3階ホールでテレビ鑑賞し、穏やかにリラックスして過ごされている。他者トラブルなし。
・中川原　義雄様～気分高揚持続。多弁性は軽減しているが大袈裟な動作も持続。
　　　　　　　　　頓服薬を希望し、身体の苦痛症状を上手く説明できず、肛門部の痛み緩和のためにつくしＡ・Ｍ散を希望して服用。楽になったと話される。
再度傾聴すると、硬便で肛門痛強く、排便を自制しているとの事で、　　　　　　　　　自制せずにスタッフに知らせるよう説明している。
・太田　富雄様～本日は多弁性なく過ごされている。気分の高揚感から動作は大きく、早歩きなど見られ、転倒に注意を要している。貧血による顔面蒼白感もあり、歩行時のふらつきも継続して観察をしていく。
・坂本　福子様～鼻汁を訴え、入浴するかしないかの判断をスタッフに依存する言動あり。日常生活の行動の判断を自己のもと行わず、スタッフに依存する傾向が見られるため、大人として自己責任のもと判断し行動するよう説明している。
